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 It was the 30th an anniversary of the establishment Aichi University of the Arts Ceramics 
Course in 2019. Ceramics Course was founded for the purpose of advanced academic 
considerations, research, production and creation of ceramics, including the design field, in close 
contact with local industries on April 1, 1989. It started with three teachers and ten students: 
Professor Masahiro Mori, Associate professor Ryoji Koie and Shinya Kato. Currently, six faculty 
members, visiting professors, and many other part-time instructors are teaching undergraduate 
and graduate students. There are over 370 graduates including undergraduate and graduate 
students.
The University has a collection of various ceramic works from Japan and overseas for 
the purpose of contributing to education. At the same time, it collects the works of excellent 
graduates and graduates.
In this paper, I will examine the trajectory of the ceramics course from the opening to the 
present, and also investigate the ceramic works possessed by the University. 
はじめに
　美術学部デザイン・工芸科陶磁専攻は、新しい元号令和に変わった 2019 年、開設から 30 周年
を迎えた。奇しくも昭和から平成へと移り変わった 1989 年 4 月、地場産業に密着し、デザイン分
野も含めた陶磁器の高度な学術的考察・研究と制作・創造を目的として、陶磁専攻は産声を上げた。
当初は、森正洋教授、鯉江良二助教授、加藤伸也助教授の 3 名と 10 名の学生から始まり、現在で
は 6 名の専任教員と客員教授、その他多くの非常勤講師が学部生・大学院生の指導にあたっている。
卒業生は学部生、院生合わせて 370 人を超え、陶芸家や陶磁器デザイナーとして活躍したり、後





と共に、優秀な卒業生・修了生の作品の収蔵も行っている。2018 年 3 月末時点で、陶磁（セラミッ
クデザイン系）69 件、陶磁（陶芸系）10 件、陶磁資料 54 件、そして、2018 年度までの卒業生・
修了生の作品 27 件、合計 160 件を収蔵している。
　本稿では、専攻開設に至るまでの資料を中心に、専攻への聞き取りなども含め、開設から現在に
至るまでの陶磁専攻の軌跡を考察するとともに、本学が所蔵している陶磁資料についても整理して
いく。なお、2019 年 5 月 14 日から 6 月 5 日まで、本学芸術資料館にて開催した展覧会「愛知県










　本学に残されている資料によると、陶磁専攻新設の要望を受け、1983 年 12 月の臨時教授会に
おいて「陶芸科」の設置について話し合いが行われた。「伝統と新しい陶芸との二本立とし、幅広
く行うこと」という設置目的のもと、科の増設が進められることとなった 1。開設までの流れとして、











































磁専攻を開設するという記事はほぼ見当たらなかった。それでも小さいながら 1988 年 6 月 23 日
の夕刊には「瀬戸市を中心とした陶磁器業界から、陶磁器に関する高度な教育の場を設置するよう
































　生産動態統計調査によると、1949 年に愛知県の陶磁器生産量は、全国シェアが約 46％、2 位の



























　本学に収蔵されている陶磁器作品は、陶磁専攻が開設する 1989 年度からの 3 年間で重点的に蒐


















































































13 〜 20 世紀前半にかけて制作された染付技法による磁器《瀬戸染付梅草花 吹墨扁壷》（大正時代）、
《瀬戸呉須印判手紅茶碗皿刷絵八角鉢セット》（昭和初期）、《瀬戸染付花鳥輪花花瓶》（明治時代）、























修了制作を収蔵してきた。陶磁専攻も、1992 年度の卒業生から同様に収蔵をはじめ、2019 年 3























　2002 年に岐阜県現代陶芸美術館の開館記念展Ⅰ「現代陶芸の 100 年　第一部　日本陶芸の展開」
では、濱田庄司や富本ら日本の現代陶芸の系譜とともに、森、内田、工藤、小松、栄木、田尻など、
本学に携わる陶磁器デザイナーの作品も紹介されている。森らの活躍によって、それまで裏方でし





















愛知県立芸術大学 陶磁専攻開設 30 周年記念 「全部見せます！愛知芸大の器」展 ――陶磁専攻の軌跡――
169
註
1 昭和 58 年 12 月 16 日（教授会）臨時にて「陶芸の設置について」が議題としてあげられた
2 陶芸専攻から陶磁専攻への変更が了承されたのは、1985 年 1 月のこととあるが、「「陶芸専攻を陶磁専攻にした理由」昭和 61
年 2 月 5 日（水）」と記載された資料と、「昭和 61 年 1 月 28 日 陶芸専攻を陶磁専攻に変更した理由」というメモが残されている。
変更から 1 年も経って、理由書が作成されるにいたった理由などは特に記されていない。
3 愛知県立芸術大学広報（入試）委員会監修『愛知県立芸術大学　大学案内　2019-2020』2019 年、31 頁
4 中日新聞（夕刊）『愛知県立芸大に新設』昭和 63 年（1988 年）6 月 23 日（木曜日）2 面
5 中日新聞『地元陶芸家を助教授に　愛知県立芸術大新設の陶磁専攻』1989 年（平成元年）2 月 16 日（木曜日）28 面
6 中日新聞『陶磁専攻の実習棟完成　県立芸大』1990 年（平成 2 年）4 月 20 日（金曜日）16 面
7「陶磁器専攻新設構想」について（1983 年頃）。この資料が作成された日時についての記載はない。「陶芸専攻新設関係」とい
うラベルでまとめられたファイルには、ナンバリングがされており、資料が年代順に綴じられている。そこから推測すると、まず、
1983 年 12 月 16 日に陶芸（陶磁）専攻の設置について教授会で発表される前に、12 月 1 日付で「愛知県立芸術大学課程新
設構想（試案）」が作成される。そこには 1986 年 4 月の開設とある。その後 1984 年 1 月の日付で新たに「愛知県立芸術大学




9「陶芸専攻設置準備委員会記録」（別紙資料）　委員会開催日：1984 年 6 月 21 日
10「陶磁専攻設置準備委員会記録」（別紙資料②：「愛知県立芸大　陶磁専攻　カリキュラム案」）　委員会開催日：1985 年 7 月 4 日 
11「第 46 回芸術資料館運営委員会議事録 」（開催日：1988 年 5 月 13 日（金））に「陶磁器資料（案）作成デザイン専攻河村　
　63.5/13」と書いた資料が付されていた。この委員会の資料として出されたものと推測される。













東京藝術大学「沿革・歴史」（最終閲覧日：2019 年 12 月 16 日）
https://www.geidai.ac.jp/outline/introduction/history
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1997 年度 大谷小津絵 長久手の草花たち 磁器





どくだみ紋ポット ( 大 )
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